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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　To　study 　the　etr
’
ect 　et

’
　seed 　numbcr 　pcr　bcrry　on 　beny 　ripening 　in　highbush　blueberry，　self −，　cross −and 　Qpen 　pQUination　were

carried 　out 　en 　
’Berkeley’and ‘Dixi’in　order 　to　preduce　berries　that　centain 　various 　nurnbers 　of 　seeds ．　Seed　number 　per　berry

was 　higher　aftcr　cross −pollination　than　after 　selfL 　or 　open 　pollinatien，　and 　thc　number 　ofla エge　brownish　seeds 　was 　higher　than

that　of　small 　white 　seeds 　after　each 　type 　of 　pellination．　Multiple　regression 　analysis 　using 　numbor 　ef　largc　brownish 　sccds 　and

srna 囗 whjte 　seeds 　per　berry　as 　dependent 　varjables 、　while 　days　to　ripening 丘 om 　nowering　as 　independent　variable 　sbowed

significant 　multiple 　regressi   口 cQe 借 oients 孟n 　all 　treatment 　on 　two 　oultivars ，　Tbe 　standardized 　partial　rcgrcssion 　coc 距 cicnt　of

large　brownish　seed 　number 　pcr　bcrry　was 　higher　than　that　of 　sma ］1　white 　seed 　numbcr
，
　cxcept 　for　self−pellillation　in℃ ixi’．

Further，　the　percentage　oflarge 　brownish　sceds 血 at 　ger血 nated 　was 　higher　after 　cross −
pollination　compared 　to　that　after　selr 　or

open 　pol］ination，　and 　significant ］ycorrelated　with 　thestandardized　partial　regressi   n　c   effleient．　Therefore．　the　number 　ofvia −

ble　laエge　brownish　sccds 　pcr　berry　seerned 　to　be　a　morc 　important　factor　in　deterrnining　berry　ripenjng 　ef 　highbush　blueberry，

Key 　Words ：days　to　ripening ，　multiple 　regression 　analysis ，　percentagc　ofsced 　germination
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緒　　言

　 ブ ル
ーベ リ

ー
の 花芽 は 純止 花芽で ，5 〜 10数個 の 小 花か

ら 成 る 花房 を形成す る が，同
一

花房内に お け る小 花 の 開 花

日が 異 な る こ とか ら，1花房 の 開花期間 は お よそ 1週 闘 程

度 で ある．ま た ，果粒 の 成熟時期 は 同
一樹 の 同

一
果 扉内 に

お い て も果粒 ご と に 異 な る こ と か ら，収穫作業ぱ 個 々 の 果

粒 の 熟度 を 選別 し な が ら行 わ S・1 て い る．従 っ て ，成 人
一

人

当た り の 収穫可 能 な量 は
一

日 当 た り 30kg 程 度 で ，収 穫 最

盛期 に は 10a 当た り 4 〜5 人の 労力が 必 要 に な り （k 田，

1999），ま た 収穫期間が 長期化す る．

　果粒 の 成熟 の 早晩に は 開花 の 早晩 と の 関連 （壽 松 木 ら，

1998；　Suzuki・Kawata，200D や，含有種子 数 が 影 響 す る

（Darrow，1958；Lang ・Danka，1991） こ とが 報 告 され て い る，

しか し，こ れ ら の 研究は ，個 々 に 行わ れ た 実 験 で あ る の で，

開花 の 早晩お よ び 含有種 子数 が 果粒 の 成 熟 に 及 ぼ す 影響 の

程度 を 比較す る こ と が で きな か っ た．

　岩崎
・
渡辺 （2004）は，閉花 日 と 1 果 当た りの 含 有種 子 数

が 果粒成 熟 に 及 ぼ す 影響 の 程 度 を検 討 した 結 果，果粒 成 熟

の 早晩は 開花 日の 〒晩 よ CP も含 有 種 子 数 が よ り強 く影 響 す

る こ と を報 告 した．種 子 が果 実 の 成 熟 に 影 響 を 及 ぼ す機構

に つ い て は 明 ら か に され て い る とは 言 え な い が，
一

般 に，

種 子 の 生 産 す る オ
ー

キ シ ン （IAA ）や ジ ベ レ リ ン （GA ）等 の

植 物 ホ ル モ ン が 関 与 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る

（Kondo ら，2000），

　 また ，ブ ル ーベ リ ー
は 1果 当 た り 40 前 後 の 種 子 を 含 ん で

い る が，種子 の 大きさ や 種 皮 色 に 違 い が あ り （Kushilna ・

Austin，1979；Suzuki・Kawata，2001 ），そ れ ら に は 受 精 の 有無

に 起閃す る と考え られ る 胚 の 有 無 や 花 粉 親 の 品 種 が関 与 し

て い る （Bc11，1957） こ とが報 告 され て い る．

　本 研究 で は ，ブ ル
ーベ リーの 成 熟機 構解 明 の

一
助 とす る

た め ，自家，他家お よ び 放 任 受 粉 に よ る 種 子数 な らび に 種

子 の 発 芽 率の 差 異が，果 粒 の 成 熟 に 及 ぼ す 影 響 を 明 らか に

す る こ とを 目的 と し て 行 っ た ，
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材料および方法

明治大学農学部実験圃場 に お い て 露地 で 栽 培 され て い る
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ハ イ ブ ッ ン ユブ ル
ーベ リ

ー
で，5 年生の

‘
バ ー

ク レ
ー’

お よ

び
‘
デ ィ ク シ

ー’
の 2 品種 各品種 3 〜4 樹を供試 した，樹

は 60L の 不 織布 ポ ッ ト で ピ
ー

トモ ス を k体 と し た 用土で

栽培 した ．灌水は 十一壌が 乾燥 した 際 に 適時行 い ，そ の 他 の

管理 は 慣彳亅に 従 っ て 彳」 っ た ．な お，同圃場 に は 供試品種以

外 に 6 品種 が あ り，開花期間中は 多数 の 訪花昆虫 が 訪れ，

他家受粉を 媒介す る こ とが 可 能 な 環境 に あ っ た ．

　20〔M 年 4 月上 中旬 に
，

‘
バ ーク レ ー’

で は 20花房 ，

‘
デ ィ ク

シ ー’
で は 15花房を 選 び 各小花 の 開花 日 を 調 査 し小花 ご と

に ラ ベ ル した．人工 受粉 は行わ ず，放任受粉区 と した．ま

た，
‘
コ リン ズ の 花粉 に よ る他家受粉 お よ び 自家受粉 を行

うた め ，
〜
バ ーク レ ー’

で は 25 花房，
‘
デ ィ ク シ ー’

で は 15

花房を 選び ，小花の 開花前 に パ ラ フ ィ ン 紙 の 袋掛 け を行 っ

た，そ の 後，
‘
バ ー

ク レ
ー’

で は 4 月 12H ，
‘
デ ィ ク シ

ー’
で

は 4 刀 17 目に ，各花 房 の 開 花 直 1〕ilの 小 花 2 〜5 個 に 対 して

白家お よ び 他家花 粉 に よ る 人 工 授粉 を 行 っ た．人 ⊥ 授 粉 に

供 した 小花は
， 各 花房内の 生 育 の 早い ，基部に 近い 小 花 を

供 し
， 他の 小花 は 除去 し た ．人 τ 授粉 の 際に は，ピ ン セ ッ ト

で 花冠 と葯を含 め た 雄 ずい を 取 り除い た 後，柱頭 全 面 に 授

粉を 行 っ た．そ の 後 ， 再 び袋掛 け して 1週 間程度放置 した．

なお ，人工 授粉 に 用 い た 花粉は ガ ラ ス 室内で 〒期 に 出 蕾 さ

せ た 開花直前 の 花 か ら葯を採取 し，25°C に 設 定 した 開葯器

内で 開葯 させ ，25QC で 充分 に 乾燥 さぜ た 後t −80°C の 冷凍

庫 内 で 保存 して い た もの を 用 い た．

　 果粒 は 完 全 に 着色 し た 段 階 で 成 熟 とみ な し，収 穫 した．

収 穫 まで 至 っ た 果粒 に お い て ，小 花の 開 花 日か らそ の 小 花

に 着 果 した 果粒 の 成熟 まで の 日数 を 算出 し，成 熱 日数 と し

た．収 穫後に 1果 当 た りの 種 子 数 果 粒 重 お よ び糖度 〔Brix）

に つ い て 調査 した．種子 は 褐 色 の 濃い 褐 色 種 子 と薄 い 白色

種子 に 分 別 して数 え，さ らに 種 子 重 お よび 発 芽 率 の 調 査 を

行 っ た ．種子 重 は 各処 理 区 に お け る 全 種 子 の 乾燥 重 を 測 定

し た 後，種子数 で 除 し て 1 種 子 重 と し た ．

　種 子の 発芽 率 は ，乾 燥 し て 室 温 で 保 存 し て い た 種 了を 用

い て 行 った．1 回 に つ き 50 個 の 種 子 を 充 分 に 吸 水 さ せ た

後，］00PPm （GA3 ） に 24 時間老旻積 し た ．そ の 後，種了
・を

シ ャ
ーレ 内 の 蒸留水 で 湿 らせ た 濾紙 上 に 置 き，25± 1．0°C，

明期 16時 問 の 人 工 気 象器 内で 発芽 させ た．発芽 率 は 30 日

後 に 決 定 した．こ れ を 3 回 繰 り返 した．

　各測定項 目間の 相関係数を 求め た 後，成熟 日数 を従属変

数，褐色種了
・
お よ び 自色種予 数を 独立変数 と した 萸回 帰分

析を行 っ た．相関係数 の 算出お よ び 重回 帰分析 に は，統計

解析 ソ フ ト ウ エ ア （SAS 　lnstitUte　lnc．） を用 い て 行 っ た．な

お，分析 の 際に は，開花 口を 3 刀 1 口か らの 口数 に 変換 し

て 行 っ た．

結　　果

　本実験 で は 各処理 IX：の 結果率に つ い て は 調査 し て い な い

が
， 収穫 ま で 至 っ た 果粒 は

‘
バ ーク レ ー’

の 自家受粉区 で

41個， 他家受粉区 で 71個 ，放任受粉 区 で 46個 で あ っ た の に

対 し，
‘
デ ィ ク シ ー’

で は 各 々 20，34，28個 で，両 品種共 に

他家受粉区で 収穫果效 が 最 も多か っ た．

　成熟 ま で の 日数 は，両晶種 に お い て 他家受粉区で 自家受

粉 区 お よ び 放 任受 粉 区 に 比 べ て 約 4H 程 早 く，統 計 的 に 有

意 な差 で あ っ た （第 1 表 ），また，標 準 偏 差 は 両 品 種 共 に 放

任受粉 区 で 人 き く，成 熟 口数 の 変動 が 大 きい こ とを 示 して

い た ．し か し，白家受粉 区 お よ び 他家受 粉 区 に お け る成 熟

口数 の 標準偏差 は
‘
バ ーク レ ー’

で そ れ ぞれ 4．35 お よび

4．74，
‘
デ ィ ク シ ー’

で 同 じ く 3．49 お よび 3．65 で，人差 は な

か っ た．1果当た りの 果粒重 は他家受粉 区 で 最 も 大 ぎ く，次

い で 自家受粉区，放任受粉区 で は 最 も小 さ か っ た．こ の 傾

向は 品種 に よ る差異 は なか っ た ．また 糖度 も同 様 で あ っ た ．

　 種 f 数 は 両 品 種 に お い て 他 家 受 粉 区 で 67個 程 度 で あ っ

た が ，自家受 粉 区 で は 40 個 程 度 で あ っ た．放 任 受 粉 区 で は

’
バ ーク レ ー’

で 約 38 個，
‘
デ ィ ク シ ー’

で 約 54 個で あ っ た ．

また，両 品 種共 に 自家受 粉 お よ び放任受粉 区 で 白色 種了が

褐 色 種子 と比較 して 多 か っ た．一
方，他家受粉 区 に お い て

は
‘
バ ーク レ ー’

で 褐 色 種 子 が 多 か っ た が，
‘
デ ィ ク シ

ー一・’

で は 両 者 の 数 に 差 は なか っ た，両 品 種 共 に，1種 子 当た り

重 量 は褐 色 種 子 が 白色 種 子 に 比 べ て 倍 以上 の 値 を示 し，ま

た 白色 種 子 は 全 て の 区 に お い て 発芽 し な か っ た．褐 色 種 子

の 発 芽 率 ぱ，
‘
デ ィ ク シ

ー’
の 自家 受 粉 区 で 4．1％，

‘
バ ーク

レ ー’
の 白家 受 粉 区 で 約 32．0％ で あった が，他 家受 粉 区 で

は そ れ ぞ れ 47．3 お よ び 60．0％ で あった．一
方i 放任受粉区

で は
‘
デ ィ ク シ ー’

に お い て 12．7％，
‘
バ ーク レ ー’

で 34．7％

で あ っ た （第 2 表）．

　 成 熟 日数 と褐色 種 于 お よび 白色 種子数 との 重 回 帰分析の

第 1 表 各処理 区 に お け る収 穫果 粒 の 果粒 甫，糖度，種子数 お よ び 成熟 H 数

9x ♂
成 熟 口数

　 （日〕

果 実重

　（9）

糖 度

〔Brix）

種子 数

褐 色種 子 自色種 子 全種 子

バ ーク レ
ー x バ ーク レ

ー
バ ーク レ ー x コ リ ン ス

バ ー
ク レ

ー
　放 任受粉

66．0±4，35b乙
　　　 2．1±0．52　b

61．5±4．74a 　　　2．7±0，61a
65．5±7．23b 　　　　l．7±0，72　c

112±0．90a　　　　l　2．5±7，83　b　　　　31．8土i3．56　a　　　44．2±18，17b
ll．6±1．14a 　　 43．3±2Lgl　a 　　23．8±ll．13b 　　672±17．52a
ll．0±1，03b 　　 l4．3±15，13b 　 　24．3±13．00b 　　38．6±23．33b

フ

．
イ タ ン

冖 X ア イ ク シ
ー

デ ィ ク シ
ー

× コ リ ン ス

デ ィ ク ・
：
一　放 任 受粉

64．4±3．49b 　　　　2．3±058　b
61．0±3．65a 　　　 3．1±0，71a
64．6±4．27b 　　　　2、2±0．67　b

】0，6±1．32a 　　　 7．8±4．580 　　　 33．3±1Lllb 　　 41．1±13．84b
ll．0±0．98a 　　　 33．0±19．47a 　　　34、0±14．24a 　　　67．0±21．91a
lO．6±1．43a 　　　　l7．9±11．77b 　　　 36．0±12．8且b　　　　53．9±20，63b

z

同
一

列 内 （3処 理 区）の 異 な る 英 文 字 間に は Tukey −K エamer 法 に よ る 5％ レ ベ ル で有 意差 が あ る
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第 2 表 　受 粉方 法 の 違 い が 種于 正 お よ び 種 f・の 発 芽 率 に 及 ぼ す 影 響

種 ∫ （mg ） 種子 発 芽 〔％ ）
？ x ♂

褐色 白色 褐 色 白色

バ ーク レ ー× バ ーク レ ー
バ ー

ク レ
ー

× コ リ ン ス

バ ーク レ ー　 放任 受粉

0．480
．450
，44

0．180200

．18

32．ObL60
．Oa34
，7b

000000

デ ィ ク シ
ーx デ ィ ク シ

ー

デ ィ ク シ
ーx コ リ ン ス

デ ィ ク シ
ー
　放任受粉

0，610
．620
．6〔｝

0．200
，220
．22

4．1b47
，3al2
．7b

000000

‘
異 な る 英文字 間 に は Tukcy −Kramer 法 ｝こ よ る 5％ レ ベ ル で 有 意差 が あ る

第 3 表 各処琿 区 の 成 熟 口数 を従 属変 数

　 　 偏 回 帰係 数

褐 色種子 お よ び 白色種子 を 独立 変数と し た 重回帰分析に お け る 重相関係 数 お よび 標 準

標 準偏 回 帰係 数
♀ × ♂ 重相関係数

褐色 種子 白色 種子

バ ー一
ク レ

ー− x バ ー一
ク レ

ー
ノ

t
；一一ク レ ー一× コ リ ン ス

バ ー
ク レ

ー
放 fT受 粉

ア イ ク シ
ー × ア イ ク シ ー

デ ィ ク シ
ー

× コ リ ン X

ラ
t”

イ ク シ
ー　放 任 受糧｝

0．666　（p＜0，0001）
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第 1 図　 褐色種 子 の 標 準偏 剛 帚係数 と発 芽 率 の 関 係

結果
‘
デ ィ ク ン

ー’
の 自家 受粉 区 を 除 く全 て の 区 で 褐色 種

了に お け る 標 準偏 回 帰係数 の 絶 刈値 が 人 き く，褐 色 種 子数

が 果粒 の 成 熟 に よ り大 き く影 響す る こ とが 明 らか に なった

（第 3 表）．さ ら に，褐色種子 の 標準偏回 帰係数は 発芽率 と

の 闇 に 高 い 柑関 （R2−0．9157〕 が認 め 窿）れ，発 芽率の 高い 区

に お い て 褐色種子 の 標準偏回帰係数 は よ り 大 ぎな 値を 示 し

た （第 1図）．

考　　察

　 ハ イ ブ ッ シ ュブ ル
ーベ リ

ー一
は 自家結実 性 が 高 く，他 冢 受

粉 に よ る 結 果率 と 差 が な い （Gupton ・Spicrs，1994；　Lang ・

Danka，1991） こ と か ら，経済栽培 に お い て 白家 受 粉 で 問 題

は ない ．しか し，广1家受粉 に 比べ 他家受粉 で 果粒 の 肥 大や

成熟が 促進 され る （Lang ・Danka，1991）こ とか ら，他家受粉

に よ る 果実生産が一
般的 に 行わ れ て い る，本実験 で は 結果

率に つ い て は 調査 し て い な い が，果粒 の 肥 大は 自家受粉お

よび放 任受粉 区 に 比 べ て 他 家受粉区に お い て 優れ，収穫時

の 果 粒重 は有意 に 大 き くな っ た．一
般 に ，収穫時の 果粒重

ば 含有種 r数 に 影響 さ れ る （Kushima ・Austin，1979 ；Moore

ら，1972 ：壽松木 ら，1998 ；Ta 皿 ada 　’lwagaki ，1977〕 が，本

実 験 で も両 品 種 ダ）他 家 受 粉 区 に お い て 1果当た りの 全 種子

数 と褐 色 種 子 数 は 多 くな っ た．

　1 果 当た りの 含 有種 子 数 の 多少 が 果粒 の 成熟 に 影響 を 及

ぼ す こ とは，こ れ ま で に も報告 さ れ て い る 〔Darrow，1958；

Lang ・
　Danka，1991；Gupto11・Spiers、1994）．本実験 に お い て

も成 熟 H 数 を 従 属変 数，褐 色 種子 お よ び 白色種子 を独立変

数 とした fi：回 帰 分 析 の 結 果 で は，両品種に お い て 種子数 と

成 熟 凵数 の 間 に は 有意 な重相 関係数 が 得 られ た．さ らに 標

準偏 回帰係数 の 絶対 値 は，
‘
デ ィ ク シ

ー’
の 臼家受粉区を除

く全 て の 処 理 区 に お い て 白 色 種 了 に 比 べ 褐 色 種 子 で 大 き

く，果 粒 の 成 熟 に お い て 褐 色 種 了 の 影 響 が よ り 大 きい こ と

が 明 らか に な っ た．

　ブ ル ーベ リーの 種 子 は，充 分 に 発達 し た 褐色 の 濃い 種千

と未発 達 の 褐 色 の 薄 い 種 子 が混 在す る こ とは 良 く知 られ て

い る 〔Kushima ・Austjn．1979；Suzuki。Kawata ，2001）．　 Be ］1

〔1957） は，ブ ル ー一ベ リー−IM子 の 発育過程を 調査 した 結果，

充 分 に 発 達 し た 種 子 に お い て も胚 が 未発達 で 胚乳 の み が 発

達 し た もの が 存在 す る こ とを報告 して い る．本研究 で は ，

褐 色 種 子 の 慓 準 偏 回 帰 係 数 は 発 芽 率 との 問 に 高 い 相 関 が 見

られ，褐 色 種 了 の 発 牙 率 が 高 い 処 埋 区 に お い て 果 粒 の 成熟

日 数 に 及 ぼ す 褐色 種子数 の 影響 が 大 き い こ とが 明 らか に

なった ，従 って ，ブ ル ーベ リ ー果 粒 の 成 熟は 1 果 当 た りの ，

特 に 発芽力を 有す る 褐色 種子数 に よ り強 く影 響 さ れ る もの

と考 え られ た ．また ，本 実験 に お け る放 任受粉 区 で は，複
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数品 種 の 花粉 に よ る 他家受粉 と 自家受粉 に よ っ て 種子が形

成 され た 可 能 「生が あ る が，褐色 種 壬 数 は
‘
デ ィ ク シ

ー’
で

自家受粉区に 比べ て 多か っ た ．ブ ル
ーベ リ

ー
で は 花粉親品

種の 違い が 結果率や 果粒重に 影響す る こ と も知 られ て い る

（Gupton・Spiers，1994）が，花粉親の 違い に よ っ て 褐色種子

の 数や 発芽率の 異 な る こ とが 果粒の 成熟 に 関 ケし て い る 可

能性が 考え られ た ．

　
一

般に ，種子 が 果粒の 成熟に 影響を 及 ぼ す機構 に つ い て

は 明 ら か に さ れ て い る と は 言え な い が ，オ ウ ト ウ で は 種子

の 生 産 す る GA や IAA （Kondo ら，2000），果実 の 内生 ア ブ

〃 ン 酸 （ABA ）（Kondo ・Ge1  a
，
1993）等の 植物 ホ ル モ ン

が 関与 し て い る こ と，ま た ブ ド ウ の 着色 に は ABA が 関与

す る こ と 〔松島 ら，1989）が 報告され て い る．し た が っ て

果実内の 植物 ホ ル モ ン 生産に 関与す る 1果当た りの 発芽力

を 有する 完企種f 数 が 多い ほ ど，果粒中の 植物 ホ ル モ ン 含

量に 及ぼ す 影響 が 強 く，成熟 を 〒め る もの と考 え ら 才／る．

今後，1果当た り の 種子 数 と 果粒 の 内生 ホ ル モ ン 含量 と の

関係 に つ い て 調査す る こ と に よ り，ブ ル ーベ リー果粒の 成

熟機構 を 明 ら か に す る こ と が で きる と考 え ら れ る．

　本 実験 に お い て，各処 理 区の 成熟 H 数 ぱ 両品種 に お い て

放任受粉区 お よ び 自家受粉区で 長 く，他家受粉区で 短 く

な っ た ．さ ら に 果粒 ご と の 変異 を示す標準偏差 は，放任受

粉区で 最も大きくな っ た が，自家受粉 お よ び 他家受粉区で

は 同程度 で あ っ た ．従 っ て 同
一

樹ある い は 同
一

花房内で 白

家受粉 と他家受粉が 混在 した 場合 に は 果粒 の 成熟 に お ける

変異 が 大ぎくな る が ，自家受粉ある い は 他家受粉 の み で 果

粒 が 着果 し た 場 合に は 差 が な い と 考え ら れ た ．以上 の こ と

か ら 同
・・

園 に 複数 の 品種 を 混 植す る こ と を 避 け，羊
一

の 品

種 の み で，且 つ 媒 介昆虫 を 導 入 し て 自家受粉 を 確実に 彳」わ

せ る こ とに よ り成熟 の ば らつ きを小 さ くし，さ らに 収穫期

間を短 くす る こ とも 口∫能 で ある と考 え られ た．しか し，植

木 と米 出 （2005）は
‘
ノ
ー

ス ラ ン ド
’

に お け る 1花房当た り

の 収穫期間 は，
‘
ヌ T お よ び

‘
レ ガ に よ る他家受粉 で 10

日程度 の 差 が ある こ と を報告 して い る．従 っ て 果粒 の 成熟

日数 に お け る 変動 ば 花粉 親品種 の 違 い に よ っ て 異 な る可能

性 も考え ら れ る こ と か ら，さ ら に 検討 が 必 要 で あ ろ う，

　　　　　　　　　　 摘　　要

　 ブ ル ーペ リー果粒 の 成熟機構 を 明 らか に す るた め
，

‘
バ ー

ク レ
ー’

お よ び
‘
デ ィ ク シ ー’

を 供試 して 自家受粉 ， 他家

受粉 お よ び 放任受粉 を 行い ，果粒 の 含有種子 数 と成熟 日数

の 関係に つ い て 検討 した．1 果当た りの 含有種子 数 は 他家

受粉区で 多く，且 つ 未熟な白色種子に 比べ て 充実 した 褐色

種子 数 が 多 くな っ た．成 熟 口数 を 従属変数，褐色 種 子 お よ

び 自色種子 数 を 独立 変数 と し た 重 回 帰 分析 の 結 果，供 試 し

た 2 品種 の す べ て の 処 理 区 に お い て 有意な重 回 帰 係数が 得

ら れ た，ま た ，
‘
デ ィ ク シ ー’

の 自家受粉 区 を 除 くす べ て の

処理 区で 褐色種子 の 標準偏 回 帰係数 の 絶 対 値は 白色 種 了に

比 べ て 人きな値 を 示 し た．さ ら に ，褐色種子 の 発芽率は 他

家受粉 区 で 高 く，標準偏 回 帰係数 と の 間に 極め て 高い 相関

が 見られた．従 っ て ブ ル
ーペ リ

ー
果粒 の 成熟は 含有す る発

芽力の ある 褐色種了数 の 多少 に よ っ て 影響 を 受け る もの と

考え られ た ．
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